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①
研究テーマ決定に
おける議論

班内の議論に積極
的に参加している

研究内容につい
て、班内で議論が
活発に行われた
か、また、議論に
参加できたか

積極的に自らの意見
を述べ、他のメンバー
を議論に巻き込むこと
ができた

積極的に自らの意見
を述べることはできた

自らの意見を述べるこ
とはできたが、積極性
については反省すると
ころがある

うなずく等傾聴する姿
勢は見せたが、積極
的に意見を述べること
ができなかった

議論にまったく参加し
なかった

② 仮説の設定
何を研究するかを
明らかにしている

立証すべき課題が
明確にされている
か

立証すべき課題が明
確であり、班内で共有
されおり、他班メン
バーや下級生たちに
もわかりやすく説明す
ることができる

立証すべき課題が明
確であり、班内で共有
されている

立証すべき課題に不
明な点がいくつかある
が、どのような実験を
すべきかは理解してい
る

立証すべき課題に不
明な点があり、どのよ
うな実験をするのかも
理解していない

何を明らかにするか明
確にできず、説明を求
められてもまったく説
明できない

③ 情報収集
研究テーマに関係
する情報収集を
行っている

先行研究や類似の
研究がないかを確
かめているか

先行事例の研究はも
とより、先進的な研究
をされている先生の講
義(SS出前講義等も含
む)や著書などにも当
たり、実験計画に反映
した

同様の研究がない
か、論文検索やイン
ターネット等で調べ、
実験手法等を参考に
実験を計画した

自分なりに情報収集
はしたものの、指導教
員に不足を指摘され
たが、その後、収集す
べき情報を集め、実験
計画に反映した

自分なりに情報収集
はしたものの、指導教
員に不足を指摘され
て、そのままにしてい
る

まったく情報収集を行
わなかった

④ 先の見通し
最終論文提出まで
の実験計画を明確
に立てられている

来年度７月までの
計画が立てられて
いるか

来年７月までに十分に
論文を仕上げられる
実験計画を立てられ
ており、追加実験も可
能なほどの余裕があ
る

来年７月までに論文を
仕上げられる実験計
画を立てることができ
ている

実験計画の不備を指
導教員に指摘され、修
正を行い、現在では来
年7月に間に合う実験
計画となっている

実験計画の不備を指
導教員に指摘された
が、まだ修正しきれて
いない

明確な実験計画を立
てずに実験に移行しよ
うと思っている

⑤ 役割分担
研究班における自
らの役割が把握し
ている

研究班において自
らの役割を果たせ
ているか

自らの役割を遂行し、
他の班員の役割のカ
バーにも回ることがで
きた

自らの役割について
十分に把握し、研究を
することができた

自らの役割を果たせ
たが、研究の遂行にも
う少し寄与できたと反
省する点もある

自らの役割を果たせ
たと思うが、他の班員
から注意を受けること
があった

自らの役割を把握せ
ず、班の研究の遂行
にまったく寄与するこ
とができなかった

⑥ 実験手法
実験方法について
吟味している

先行研究などをも
とに、どのような実
験をするか考えら
れているか

必要な試薬や機材、
器具等をもれなく挙げ
ることができており、事
前の実験ノートを不備
なく作成しておくなど、
準備にも余念がなかっ
た

必要な試薬や機材、
器具等をもれなく挙げ
ることができており、実
験手法にも問題はな
かった

必要な試薬や機材、
器具等を挙げたつもり
であったが、実際に実
験を行っていると不足
しているもの(技術や
知識を含む)がいくつ
かあった

必要な試薬や機材、
器具等を挙げたつもり
だったが、実際に実験
を行うと不足物(技術
や知識を含む)があ
り、実験を中断せざる
を得なかった

実験手法について吟
味ができておらず、行
き当たりばったりの実
験となってしまった

⑦ 実験結果

実験結果を正しく
得ることができ、考
察に必要な情報が
得られている

予定していた実験
から結果が得られ
たか※成功したか失
敗したかではない。
「得られたもの」があ
ればよい。

結果を丁寧に記録す
ることができ、情報も
十分に得られ、実験の
考察をする上での材
料がすべて揃った

結果を丁寧に記録す
ることができ、情報も
十分に得られた

結果の記録が不十分
であり、実験のやり直
しが必要となった

結果の記録が不十分
であり、実験のやり直
しが必要となったが、
まだ着手できていない

実験に着手できておら
ず、十分な結果が得ら
れていない

⑧ 指導教員との連絡
指導教員と連絡を
とっている

指導教員との連
絡・相談をこまめに
とっているか

実験や班内での議論
の内容はすべて指導
教員に報告しているor
指導教員ができるだ
け立ち会ってくださっ
ている

実験の後は、指導教
員に研究経過を報告・
相談している

実験２回に１回程度は
指導教員に研究の経
過を報告・相談してい
る

実験何回かに１回程
度は指導教員に研究
の経過を報告・相談し
ている

指導教員との連絡を
まったくとっていない

⑨
実験結果からの考
察

得られた結果に対
して考察が行えて
いる

結果に対して科学
的に正しい考察が
できているか※実
験が成功したか失
敗したかではな
い。

実験結果を丁寧に分
析し、次なる課題(修
正すべき点や新たな
仮説・疑問点)を見つ
けることができた

実験結果の分析を
行って、修正すべき点
を洗い出すことができ
た

実験結果の分析を
行った現状で満足して
おり、これ以上実験を
重ねる必要がないと
判断した

実験結果の分析が甘
く、指導教官に不備を
指摘されることがあっ
た

実験結果を分析して
いないor実験結果が
得られる段階に達して
いない

⑩ 新しい課題の立案
考察を踏まえた次
のステップに進め
ている

考察を踏まえた議
論が班内で行えて
いるか

考察を踏まえ、前提と
していた仮説をさらに
上回る新しい課題が
でき、班員や指導教
員・周囲の意見も取り
入れて次の実験を計
画している

考察を踏まえ、前提と
していた仮説をさらに
上回る新しい課題が
できたので、次の実験
を計画している

考察を踏まえ、前提と
していた仮説をさらに
上回る新しい課題が
できたが、次の実験計
画はまだ立てられてい
ない

考察を踏まえた議論を
行ったが、班内で議論
がまとまらず、現在に
至っている

考察段階において、班
内での議論が行われ
なかったor議論に参加
しなかった
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